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新
年
の
誓
い

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
於
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
は
醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
記
念
の
年
で
あ
り
、

十
一
月
に
執
り
行
い
ま
し
た
大
法
要
を
無
魔
成
満
で
き

ま
し
た
の
も
仏
天
の
加
護
と
皆
々
様
の
お
力
添
え
に
よ

る
も
の
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
と
共
に
、
宗
内
外

の
皆
様
の
力
を
結
集
出
来
ま
し
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。
記
念
事
業
と
し
て
の
「
法
流
の
杜
」

は
、
関
係
省
庁
お
よ
び
京
都
府
・
京
都
市
と
協
議
を
重

ね
な
が
ら
着
実
に
完
成
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
「
巳
年
」。
巳
年
は
ど
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
る
の
か
。
様
々
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
般
に
は
「
成
長
」「
変
革
」「
復
活
」
の
年
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
の
暗
示
は
「
粘
り
強
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
巳
年
の
特
徴
に
乗
っ
て
、
わ
が
宗
団
は
今
年
ど

う
し
て
も
推
し
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
宗
制
・
宗
規
の
変
更
で
す
。
そ
の
中
で
も
、
一

番
に
手
を
付
け
る
べ
き
は
、座
主
・
管
長
の
「
終
身
制
」

の
問
題
と
そ
れ
に
伴
う
諸
問
題
で
す
。

ご
存
知
の
通
り
、
醍
醐
派
管
長
は
醍
醐
寺
座
主
が
務

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
問
題
は
醍
醐

寺
規
則
の
変
更
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。
す
で
に
総
長
の

元
で
多
く
の
教
師
僧
侶
の
方
々
か
ら
意
見
聴
取
を
終
え
、

今
後
専
門
委
員
会
に
お
い
て
そ
の
骨
子
を
ま
と
め
、
今

年
の
早
い
時
期
に
公
と
し
、
形
あ
る
も
の
に
致
し
て
ま

い
り
ま
す
。

宗
制
・
宗
規
・
醍
醐
寺
規
則
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
を

持
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
年
は
座
主
・

管
長
の
終
身
制
に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
こ
れ
を
行
い
、
そ

れ
を
基
に
他
項
目
の
変
更
を
行
う
べ
き
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

も
う
一
つ
今
年
実
施
し
た
い
こ
と
は
、「
理
趣
法
」

の
次
第
の
製
作
で
す
。
昨
年
五
月
の
私
の
晋
山
式
の
席

上
、
清
荒
神
・
清
澄
寺
の
坂
本
光
謙
猊
下
が
「
三
憲
の

理
趣
法
の
次
第
は
、
麻
生
猊
下
の
お
次
第
が
あ
る
が
、

少
し
字
が
細
か
く
最
近
は
見
え
ず
ら
い
。
大
き
い
活
字

の
次
第
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
ご
要
望
が
あ
り
、
こ

れ
を
お
受
け
し
ま
し
た
。

三
憲
の
理
趣
法
は
「
一
法
界
ソ
リ
ヤ
法
」
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
醍
醐
に
は
、
麻
生
文
雄
門
跡
の
次
第
と
岡

田
宥
秀
門
跡
の
次
第
が
あ
り
、
若
干
の
相
違
が
あ
り
ま

す
。
今
、
蔵
の
古
次
第
を
調
べ
そ
の
相
違
が
お
ぼ
ろ
げ

乍
ら
判
明
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
次
第
の
成

り
立
ち
等
も
付
録
し
た
も
の
を
作
成
で
き
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

醍
醐
寺
は
大
原
執
行
長
の
元
、
上
醍
醐
の
復
興
を
掲

げ
、
正
に
巳
年
の
「
成
長
」「
変
革
」「
復
活
」
を
粘
り

強
く
行
い
、
末
寺
の
皆
さ
ま
が
、
気
軽
に
訪
れ
て
頂
け

る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
本
山
へ
お
参
り

頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
が
皆
々
様
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
「
夢
」

　
　
座
主
　
壁
瀬
宥
雅
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▼
度
牒
授
与

　

本
宗
籍

六
月
二
十
六
日

　
　
　

大　

阪�

大
内　

真
悟

九
月
八
日

　
　
　

福　

島�

松
井　

智
照

九
月
十
二
日

　
　
　

大　

阪�

上
野　

法
隆

　

修
験
籍

九
月
十
七
日

　
　
　

福　

島�

小
檜
山
隆
峯

▼
僧
階
昇
補

　

本
宗
籍

九
月
二
十
一
日

　
　
　

権
大
僧
正　
　

北
海
道�

佐
藤　

嘉
高

十
月
八
日

　
　
　

権
大
僧
正　
　

神
奈
川�
北
川　

大
成

　

修
験
籍

八
月
十
五
日

　
　
　

律　

師　
　
　

大　

阪�
長
山　

春
静

▼
住
職
・
主
管
者
任
命

九
月
二
十
日

　
　
　

山　

梨　
　
　

松
鶴
院�

（代）
坂
本　

正
文

十
月
二
十
五
日

　
　
　

栃
木
（直）　
　
　

瑞
峯
寺�

井
上　

瑞
空

十
一
月
二
十
八
日

　
　
　

岐　

阜　
　
　

真
言
宗
醍
醐
派
御
嵩
教
会

�

（代）
玉
護　

雅
秀

▼
住
職
・
主
管
者
退
任

十
月
二
十
五
日

　
　
　

栃
木
（直）　
　
　

瑞
峯
寺�

井
上　

瑞
源

▼
責
任
役
員
任
命

九
月
十
五
日

　
　
　

兵　

庫　
　
　

金
剛
寺�

吉
田　

英
子

�

松
本　

浩
之

九
月
二
十
日

　
　
　

山　

梨　
　
　

松
鶴
院�

坂
本
み
ゆ
き

�

志
田　

隆
樹

�

志
田
惠
美
子

九
月
二
十
七
日

　
　
　

滋
賀
（直）　
　
　

明
見
院�

神
浦　

芳
宏

�

和
気　

正
真

十
月
二
十
五
日

　
　
　

栃
木
（直）　
　
　

瑞
峯
寺�

寺
山
美
知
子

十
月
二
十
八
日

　
　
　

高
知
（直）　
　
　

弘
法
寺�

三
谷　

祥
幸

�

髙
橋　

幸
一

�

山
﨑　

徹
男

十
月
三
十
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

明
王
院�

大
渕　

秀
子

�

大
渕　

澄
子

�

大
渕　

好
文

十
一
月
五
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

金
剛
院�

丸
山　

聖
浄

�

立
田　

研
次

�

谷　

裕
一
郎

�

坂
本　

礼
子

　
　
　

奈　

良　
　
　

玄
賓
庵�

金
澤　

弘
典

�

吉
谷　

光
子

�

金
澤　

明
子

�

金
澤　

良
子

十
一
月
十
三
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

大
乗
院�

菅　
　

洋
子

�

渡
部　

恭
子

　
　
　

大　

阪　
　
　

弘
川
寺�

髙
志　

慈
祥

�

垣
村　

明
信

十
一
月
十
八
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

胎
藏
院�

山
田　

祐
子

�

山
田　

秀
樹

�

米
山　

勝
男

十
一
月
二
十
一
日

　
　
　

肥　

前　
　
　

喜
寳
院�

森　
　

光
憲

�

森　
　

弘
子

十
一
月
二
十
七
日

　
　
　

宮　

崎　
　
　

永
願
寺�

森　
　

誠
一

�

黒
木　

弘
子

十
一
月
二
十
八
日

　
　
　

宮　

崎　
　
　

長
福
寺�

黒
木　

節
子

�

染
矢　

徹
朗

　
　
　

岐　

阜　
　
　

真
言
宗
醍
醐
派
御
嵩
教
会

�

柴
田　

朝
子

�

柴
田　

雅
也

�

佐
光　

宏
昭

�

樋
口　

将
司

十
一
月
二
十
九
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

正
覚
寺�

大
行　

弘
道

�

大
行　

明
子

　
　
　

宮　

崎　
　
　

天
福
寺�

桑
井　

友
香

�

桑
井　

弘
準

▼
総
代
委
嘱

九
月
十
五
日

　
　
　

兵　

庫　
　
　

金
剛
寺�

岡
田　

弘
子

�

平
瀨　

富
夫

�

古
田　
　

健

九
月
二
十
日

　
　
　

山　

梨　
　
　

松
鶴
院�

坂
本
み
ゆ
き

�

志
田　

隆
樹

�

志
田
惠
美
子

九
月
二
十
二
日

　
　
　

熊　

本　
　
　

安
楽
院�

緒
方　

雅
子

�

板
本　

正
勝

�
髙
岡　

明
美

九
月
二
十
七
日

　
　
　

滋
賀
（直）　
　
　

明
見
院�
岩
崎　
　

豊

�

壁
瀬　

智
泉

�

長
瀬　

福
男

十
月
二
十
八
日

　
　
　

高
知
（直）　
　
　

弘
法
寺�

五
百
藏
恭
子

録
　
事

�

森
川　
　

節

�

山
﨑　

隆
善

十
月
三
十
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

明
王
院�

駒
形　

吉
政

�

北
村　

里
詞

�

佐
藤　

正
春

十
一
月
一
日

　
　
　

肥　

前　
　
　

金
剛
寺�

佐
々
木
珠
来

�

浦
川　

弘
範

�

中
島　

寿
麿

�

中
島　

妙
子

十
一
月
五
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

金
剛
院�

榎
本　

淳
子

�

杉
山
躬
智
子

　
　
　

奈　

良　
　
　

玄
賓
庵�

杉
本　

雅
子

�

吉
谷　

和
展

�

吉
谷　

一
優

�

金
澤
ひ
ろ
乃

�

車
谷　

拓
巳

�

車
谷　

優
那

�

吉
谷
萌
那
美

十
一
月
八
日

　
　
　

香　

川　
　
　

宝
珠
寺�

櫃
本　

英
紀

�

池
田　

弘
明

�

漁
府　

浩
文

�

東
山　

一
一

�

丸
本　

昌
樹

十
一
月
八
日

　
　
　

三　

重　
　
　

千
福
寺�

藤
井　

三
喜

十
一
月
十
二
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

快
藏
院�

塚
原
富
美
子

�

小
林　

幸
夫

�

近
田　

忠
昭

十
一
月
十
三
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

大
乗
院�

八
百
板
健
司

�

三
宅　

行
藏

�

八
百
板
勝
祐

　
　
　

大　

阪　
　
　

弘
川
寺�

久
門　

明
郎

�

喜
田　

友
啓

�

喜
田　

宗
成

十
一
月
十
八
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

胎
藏
院�

米
山　

達
也

�

米
山　

与
一

�

山
田
喜
久
夫

�

米
山　

誠
也

�

種
村　

成
德

　
　
　

新　

潟　
　
　

滿
願
寺�

加
藤　
　

明

�

栗
田　

理
佳

�

羽
賀　

雅
子

　
　
　

新　

潟　
　
　

常
楽
院�

庄
田　
　

武

�

佐
藤　
　

貢

�

中
島　
　

智

十
一
月
二
十
一
日

　
　
　

肥　

前　
　
　

喜
寳
院�

岡
山　
　

守

�

吉
永　

昭
則

�

本
山　

浦
三

�

本
山　

定
夫

十
一
月
二
十
七
日

　
　
　

宮　

崎　
　
　

永
願
寺�

園
田　

栄
二
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真
言
宗
各
派
総
大
本
山
会　

人
権
推
進
研
修
会

　

令
和
六
年
十
一
月
十
一
日（
月
）

　

会
場
：
京
都　

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

出
席
：
浦
郷
宜
右 

教
学
部
長
、
飯
田
俊
海 

課
長
補
佐

部
落
解
放
同
盟　

第
五
十
七
回
全
国
集
会

　

令
和
六
年
十
一
月
十
九
日（
火
）
～
十
一
月
二
十
日（
水
）

　

会
場
：
兵
庫　

神
戸
国
際
展
示
場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル 

ほ
か

　

出
席
：
西
内
脩
観 

師

親
授
式

　

令
和
六
年
十
一
月
二
十
九
日（
金
）　

午
前
十
一
時　

三
宝
院
本
堂

　
　

新
住
職　
　

栃
木
県　
　

瑞
峯
寺　
　

井
上
瑞
空 

師

広
島　

萬
年
寺
第
五
世
住
職　

新
宅
正
明
僧
正　

晋
山
式

　

令
和
六
年
十
一
月
二
十
四
日（
日
）

　
　

壁
瀬
宥
雅　

醍
醐
寺
座
主　

御
親
教

真
言
宗
醍
醐
派
新
潟
二
酉
会 

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
記
念
法
要

　

令
和
六
年
十
一
月
二
十
九
日（
金
）　

新
潟　

法
音
寺　

大
日
堂

表
千
家
献
茶
式

　

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日（
水
）　

午
前
十
時
三
十
分

醍
醐
オ
ー
プ
ン
テ
ン
プ
ル
「
１
Ｄ
Ａ
Ｙ 

こ
こ
ろ
の
修
行
体
験
」

　

令
和
六
年
十
一
月
三
十
日（
土
）

　
　

参
加
者
：
十
五
名

秋
期
夜
間
拝
観

　

令
和
六
年
十
一
月
二
十
二
日（
金
）
～
十
二
月
一
日（
日
）

　
　

醍
醐
寺
伽
藍

醍
醐
寺
声
明
公
演

　

令
和
六
年
十
一
月
三
十
日（
土
）　

午
後
七
時　
　

金
堂

総
務
部
よ
り

　

宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
は
、
毎
年
会
計
年
度
終
了
後
四
月
以

内
に
役
員
名
簿
と
財
産
目
録
の
写
し
を
所
轄
庁
（
都
道
府
県
庁
）

に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
（『
宗
教
法
人
法
』
第

二
十
五
条
第
四
項
）。

　

こ
の
他
に
も
、
収
支
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
境
内
建
物
に
関

す
る
書
類
、
事
業
に
関
す
る
書
類
の
写
し
の
提
出
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
（
詳
細
は
、
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

宗
務
本
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
写
し
を
本
庁
に
も
提
出
い

た
だ
く
こ
と
を
、
宗
教
法
人
並
び
に
非
宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会

に
お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寺
院
・
教
会
は
、
適
切
な
運
営
の
た
め
、
当
該
寺
院
・

教
会
規
則
に
基
づ
き
、
責
任
役
員
及
び
総
代
を
置
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
責
任
役
員
・
総
代
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
任
期
満

了
に
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

財
務
部
よ
り

　

既
に
宗
費
賦
課
金
の
請
求
書
を
送
ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
宗
務
本
庁
財
務
部
宛
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

お
手
元
に
ご
ざ
い
ま
す
場
合
は
、
お
早
目
の
納
付
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
事
業
義
納
金
や
各
種
お
支
払
い

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宗
務
本
庁
財
務
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

教
学
部
よ
り

梵
字
悉
曇
伝
授　

第
三
会

　

令
和
七
年
一
月
二
十
一
日（
火
）
～
一
月
二
十
二
日（
水
）

　
　

研
修
棟
（
Z
o
o
m
受
法
可
）

　

伝
授･

悉
曇
阿
闍
梨
：
種
智
院
大
学　

児
玉
義
隆 

副
学
長

　

※
詳
細
情
報
お
よ
び
お
申
し
込
み
・

　
　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

法
螺
貝
講
習
会

　

令
和
七
年
一
月
三
十
日（
木
）、一
月
三
十
一
日（
金
）

　

※
い
ず
れ
か
の
日
を
選
択

　

講
師
：
大
分　

大
聖
院
住
職　

辛
島
正
英 

師

節
分
会

　

令
和
七
年
二
月
二
日（
日
）　

午
後
一
時　
　

下
醍
醐　

清
瀧
宮

五
大
力
尊
仁
王
会
前
行

　

令
和
七
年
二
月
十
五
日（
土
）
～
二
月
二
十
一
日（
金
）　　

金
堂

五
大
力
尊
仁
王
会

　

令
和
七
年
二
月
二
十
三
日（
日
・
祝
）　　
　

金
堂

醍
醐
寺
オ
ー
プ
ン
テ
ン
プ
ル
「
１
Ｄ
Ａ
Ｙ 

こ
こ
ろ
の
修
行
体
験
」

　

令
和
七
年
三
月
八
日（
土
）、　

同
年
五
月
十
日（
土
）

本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ

宗
派
だ
よ
り

お申し込みは→
　こちらから

末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り

�

日
吉　

康
博

�

久
保　

廣
良

十
一
月
二
十
八
日

　
　
　

宮　

崎　
　
　

長
福
寺�

黒
木　

正
雄

�

黒
木　

彌
市

�

吉
川　

信
夫

　
　
　

鹿
児
島
（直）　
　

善
照
寺�

堀　
　

清
彦

�

入
江　

和
行

�

髙
村　

博
文

�

山
嵜　

秀
子

�

堀　
　

望
美

　
　
　

岐　

阜　
　
　

真
言
宗
醍
醐
派
御
嵩
教
会

�

樋
口　

紗
帆

�

樋
口　

忠
司

�

樋
口　
　

唯

�

佐
光　

幸
子

�

尾
関　

幸
夫

十
一
月
二
十
九
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

正
覚
寺�
大
行　
　

剛

�
小
林　

淳
次

�
大
行　

正
子

�
種
村　
　

清

　
　
　

宮　

崎　
　
　

天
福
寺�

高
橋　

俊
光

�

工
藤　

英
文

�

栁
田　

裕
則

�

甲
斐　
　

勇

▼
褒
賞
下
付

十
一
月
十
七
日

　
　
　

備　

前　
　
　

金
剛
寺

�

原　
　
　

潔

�

原　
　

賢
二

�

藤
原　

幹
敏

�

㈲
吉
澤
建
設　

代
表
取
締
役　

吉
澤　

明
宏

�

近
土　
　

泉

�

野
田　

清
志

�

藤
原　

繁
美

�

隆
鳳
乃
佛
彫
院　

長
谷
川
隆
鳳

▼
承
認
・
証
明

十
一
月
一
日

　
　
　

大　

阪�

北
村　

慈
孝

�

資
格
証
明
書
下
付
の
件

十
一
月
十
五
日

　
　
　

広　

島　
　
　

岩
屋
寺

�

土
地
取
得
承
認
の
件

十
一
月
二
十
日

　
　
　

東　

京�

二
瓶　

芳
聖

�

師
僧
替
承
認
の
件

▼
俗
先
達
補
任

九
月
八
日

　
　

権
大
先
達　
　

大
阪
大
和
講�

今
村　

昌
義

　
　

権
大
先
達　
　

大
阪
大
和
講�

小
泉
真
菜
実

　
　

権
中
先
達　
　

大
阪
大
和
講�

今
出　

有
紀

　
　

権
少
先
達　
　

大　

阪�

川
﨑　

裕
之

　

醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
勧
募　

特
別
僧
階
昇
補

に
つ
き
ま
し
て
は
、『
神
変
』
本
誌
に
て
、
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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光

　台

　院
藍

川

全

浄

無
量
壽
院

髙

畑

隆

憲

大

　宝

　院
岩

鶴

密

雄

千

　光

　寺
大

塚

静

弘

観

　音

　寺
瀧

澤

良

祐

大

　心

　寺
荻

原

隆

朝

総 本 山 醍 醐 寺 顧 問

別
格
本
山

金
剛
王
院

住
職

　岡
田

　文
史

別
格
本
山

理

性

院
住
職

　壁
瀬

　智
泉

別
格
本
山

報

恩

院
住
職

　大
原

　弘
敬

別
格
本
山

無
量
壽
院

住
職

　髙
畑

　隆
憲

別
格
本
山

光

台

院
住
職

　藍
川

　全
浄

岳

西

院
住
職

　麻
生

　章
雄

菩

提

寺
住
職

　仲
田

　順
英

成

身

院
住
職

　百
目
鬼
幸
秀

醍 醐 寺 　塔 頭

議

　長 

岩
鶴
密
雄

副
議
長 

大
塚
静
弘

 

大
道
厳
猛

 

和
気
正
真

 
藤
澤
寛
秀

 
橘

　
栄
徳

 

今
井
奉
一

 

丸
山
亮
淨

 

谷
山
光
信

 

黒
岩
聖
款

 

岩
城
秀
親

真 言 宗 醍 醐 派 宗 会 議 員

北
海
道
宗
務
所

山
形
北
部
宗
務
所

山
形
南
部
宗
務
所

新
潟
宗
務
所

山
梨
宗
務
所

静
岡
宗
務
所

三
河
東
部
宗
務
所

三
河
西
部
宗
務
所

尾
張
宗
務
所

岐
阜
宗
務
所

三
重
宗
務
所

京
都
宗
務
所

奈
良
宗
務
所

大
阪
宗
務
所

兵
庫
宗
務
所

美
作
宗
務
所

備
前
宗
務
所

備
中
宗
務
所

広
島
宗
務
所

山
口
宗
務
所

鳥
取
宗
務
所

島
根
宗
務
所

高
知
宗
務
所

香
川
宗
務
所

愛
媛
宗
務
所

福
岡
宗
務
所

大
分
宗
務
所

肥
前
宗
務
所

熊
本
宗
務
所

宮
崎
宗
務
所

所

　長

　佐
々
木

　康

　勝

所

　長

　最

　上

　神

　司

所

　長

　藤

　田

　宥

　宣

所

　長

　富

　所

　泰

　之

所

　長

　坂

　本

　正

　文

所

　長

　天

　野

　智

　文

所

　長

　森

　
　
　泰

　宏

所

　長

　松

　山

　芳

　道

所

　長

　水

　野

　秀

　海

所

　長

　玉

　護

　雅

　秀

所

　長

　服

　部

　秀

　快

所

　長

　山

　田

　行

　圓

所

　長

　村

　岸

　定

　光

所

　長

　谷

　本

　俊

　弘

所

　長

　上

　林

　孝

　仁

所

　長

　中

　井

　宏

　昌

所

　長

　菅

　野

　舜

　仁

所

　長

　黒

　山

　良

　淳

所

　長

　村

　上

　公

　明

所

　長

　河

　島

　法

　照

所

　長

　城
光
寺

　照

　進

所

　長

　福

　田

　快

　宥

所

　長

　小

　松

　優

　心

所

　長

　中

　筋

　高

　照

所

　長

　森

　岡

　文

　雄

所

　長

　浅

　井

　戒

　仁

所

　長

　瀧

　本

　峰

　照

所

　長

　原

　
　
　峰

　善

所

　長

　藏

　本

　崇

　正

所

　長

　桑

　井

　大

　豪

全 国 宗 務 所 長

真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

総

本

山

醍

醐

寺

大

本

山

三

宝

院
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一
心
祈
願
験
門
繁
栄

法

縁

感

謝 

髙
尾
山
薬
王
院

貫

首

佐

藤

秀

仁

〒
一
九
三

－

八
六
八
六

東
京
都
八
王
子
市
高
尾
町
二
一
七
七
番
地

電
　
話 

〇
四
二
（
六
六
一
）
一
一
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
（
六
六
四
）
一
一
九
九

恭
賀
新
年

修
験
実
証

解

脱

会

法

主

岡

野

　英

祥

法

嗣

岡

野

　孝

行

理
事
長

岡

野

　英

夫

令
和
七
年
乙
巳
年

　元
旦

敬
神
崇
祖

　感
謝
報
恩

〒
一
六
〇

−

〇
〇
〇
七

東
京
都
新
宿
区
荒
木
町
四
番
地

電
話
〇
三
︵
三
三
五
三
︶
二
一
九
一

北
海
道
宗
務
所

敬
礼
三
宝

〒
〇
七
八―

三
三
〇
四

北
海
道
留
萌
郡
小
平
町
本
郷
　
観
音
寺
内

電
　
話
（
〇
一
六
四
）
五
六―

二
二
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
六
四
）
五
六―

二
二
七
二

荻
原
隆
朝

黒
岩
聖
款

佐
々
木
康
勝

荻
原
隆
信

地
山
敬
胤

棚
村
慶
秀

門
馬
圭
澄

伊
藤
一
寛

大
心
寺

弘
法
寺

観
音
寺

龍
光
寺

龍
照
寺

照
覺
寺

慈
法
院

修
法
寺

顧

問

顧

問

所

長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

宗
務
所
下
寺
院
住
職
一
同

山

形

北

部

宗

務

所

敬
礼
三
宝

〒
九
九
〇―

二
四
九
二

山
形
市
鉄
砲
町
一
丁
目
一
番
七
号

龍
寳
院
内

電
話
　〇
二
三―

六
二
三―

三
九
六
一

最
上
神
司

鈴
木
重
行

大
江
良
憲

茅
原
秀
英

羽
柴
照
峯

漆
山
弘
禅

土
谷
チ
ヨ

福
田
義
範

清
水
智
英

佐
藤
恒
雄

長
谷
教
勝

尾
森
弘
真

龍
寳
院

妙
見
院

良
向
寺

寶
隆
院

帰
命
院

吉
祥
院

清
浄
院

延
命
寺

地
蔵
寺

地
福
寺

長
光
院

光
明
院

所

長

副
所
長

代
議
員
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山
形
南
部
宗
務
所

敬
礼
三
宝

〒
九
九
九
ー
〇
三
六
一
　
山
形
県
東
置
賜
郡
川
西
町
大
字
玉
庭
一
六
八
九

瑞
光
寺
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
二
三
八
ー
四
八
ー
二
四
一
五

事
務
局

藤
田
宥
宣

白
幡
慶
悟

山
口
智
妙

中
村
俊
勝

瀧
澤
良
祐

堤
　
全
隆

瑞
光
寺

南
光
院

常
福
院

歓
喜
院

観
音
寺

普
門
寺

所

長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

顧

問

顧

問山
形
南
部
宗
務
所
下
寺
院
一
同

新
潟
宗
務
所

謹

賀

新

年
〒
九
四
九
ー
七
二
三
三

新
潟
県
南
魚
沼
市
桐
沢
一
四
五

　成
就
院
内

電

　
　話

　〇
二
五（
七
七
九
）四
〇
八
一

富

所

泰

之

山

岸

秀

瑛

山

田

公

英

栗

田

秀

佑

鷲

尾

明

道

海

南

良

英

渡

部

隆

敬

丸

山

亮

浄

藍

川

全

浄

丸

山

亮

浄

鷲

尾

明

道

成
就
院

菅
谷
寺

胎
蔵
院

滿
願
寺

光
明
院

不
動
院

大
乘
院

萬
覺
院

法
音
寺

萬
覺
院

光
明
院

宗
務
所
所
長

宗
務
副
所
長

宗
務
副
所
長

中
越
支
所
長

下
越
支
所
長

代

議

員

代

議

員

宗

会

議

員

宗
務
所
顧
問

二
酉
会
会
長

青
年
会
会
長

外 

宗
務
所
下
寺
院
一
同

謹
賀
新
年

敬
礼
三
宝

三

重

宗

務

所

〒
五
一
三
ー
〇
八
一
九

鈴
鹿
市
肥
田
町
三
六
七
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ〈
〇
五
九
〉三
八
二
ー
二
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ〈
〇
五
九
〉三
八
二
ー
四
五
二
九

滝
谷
山
不
動
院
内

服
部
秀
快

白
山
良
秀

世
木
英
勝

古
川
朋
玉

杉
村
大
我

永
田
密
山

杉
本
隆
玄

岩
鶴
密
雄

滝
谷
山
不
動
院

地
蔵
院

飯
福
田
寺

大
法
院
一
心
寺

福
満
寺

太
江
寺

無
動
寺

大
宝
院

所

長

副
所
長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

宗
会
議
員

宗
務
所
下
寺
院
一
同

敬
禮
三
寳

謹
賀
新
年

令
和
七
年
元
旦

所
下
一
同
寺
院

大

阪

宗

務

所

〒
五
七
二
―
〇
〇
〇
四

大
阪
府
寝
屋
川
市
成
田
町
二
十
五
番
二
十
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　金
剛
寺
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

︵
〇
七
二
︶
八
三
一
―
一
一
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

︵
〇
七
二
︶
八
三
一
―
三
四
二
一

広
島
宗
務
所

恭
礼
三
宝

〒
七
二
二―

〇
〇
二
二

広
島
県
尾
道
市
栗
原
町

　
　
　
　
五
七
一
七
番
地
　
明
光
寺
内

電
話
（
〇
八
四
八
）
二
二―

七
八
六
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
四
八
）
二
二―

七
八
六
四

村
上
公
明

田
中
明
行

藤
原
達
祐

藤
井
京
山

天
満
千
順

新
宅
正
明

麻
生
紀
雄

堀
川
法
行

麻
生
章
雄

明
光
寺

浄
心
院

永
明
寺

持
善
院

河
内
寺

萬
年
寺

浄
土
寺

善
徳
寺

西
國
寺

所

長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

顧

問

宗
務
所
下
寺
院
住
職
一
同

謹
賀
新
年

敬
礼
三
宝

美
作
宗
務
所

〒
七
〇
九
―

三
九
一
五

岡
山
県
津
山
市
加
茂
町
青
柳
一
七
九
〇

金
龍
寺
内

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
六
八
―

四
二
―

二
七
三
六

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
六
八
―

四
二
―

二
七
三
七

中
井
宏
昌

後
藤
惠
秀

林

　晃
州

中
井
秀
芳

神
浦
芳
宏

林

　晃
光

安
東
法
俊

金
龍
寺

丸
王
寺

天
德
寺

金
剛
寺

清
樂
院

道
仙
寺

泉
水
寺

所

長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

山
口
宗
務
所

〒
七
四
〇
―
〇
〇
二
一

山
口
県
岩
国
市
室
の
木
町
三
丁
目
十
九
―
六

地
蔵
院
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
八
二
七
）
二
一
―

五
二
七
六

河
島
法
照

西
坂
戒
法

水
野
真
道

峯
永
承
岳

藤
原
明
総

濵
田
章
敬

西
山
公
祐

峯
永
承
岳

清
水
浄
恵

地
蔵
院

妙
香
院

宝
地
院

智
福
寺

普
門
寺

来
迎
院

繁
如
院

智
福
寺

眞
覚
寺

所

長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

会

計

監

査

監

査

宗
務
所
下
寺
院
一
同

謹
賀
新
年

島
根
宗
務
所

島
根
県
雲
南
市
木
次
町
下
熊
谷
六
八

事
務
局
　
松
林
寺
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
五
四
）四
二
ー
三
一
二
七

〒
六
九
九‒

一
三
三
三

福
田 

快
宥

周
藤 

寛
洲

菅
澤  

真
照

稲
田 

寛
賢

山
上 

太
全

祝
部 

明
法

験
馬 

重
弘

祝
部 

明
法

藤
林 

照
賢

藤
原 

豊
善

延
命
寺

城
光
寺

観
音
寺

薬
王
寺

多
福
寺

松
林
寺

松
林
寺

松
林
寺

金
剛
峯
寺

成
覚
寺

所

長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

神
変
担
当
記
者

顧

問

顧

問宗
務
所
下
寺
院
一
同
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敬
礼
三
宝

香
川
宗
務
所

〒
七
六
四

－

〇
〇
〇
四

香
川
県
仲
多
度
郡
多
度
津
町
仲
ノ
町
三
番
二
八
号

　
　
　
　電
話
（
〇
八
七
七
）
三
二

－

四
四
〇
七

中
筋
高
照

業
天
智
隆

長
尾
眞
玄

所

長

摩
尼
院

副
所
長

十
波
羅

密

　寺

多
聞
院

好
井
栄
章

和
気
正
真

森
口
宜
帝

森
末
幸
彦

木
村
勝
美

髙
畑
隆
憲

清
水
德
寳

代
議
員

長
徳
寺

道
隆
寺

伊
福
寺

吉
祥
寺

地
蔵
寺

顧

問

利
益
院

薬
王
寺

（
順
不
同
）

敬
礼
三
宝

大
分
宗
務
所

〒
八
七
九

－

二
四
七
五

大
分
県
津
久
見
市
堅
浦
六
〇
二
番
地

海
岸
寺
内

　
　
電
　
話
　
〇
九
七
二

－

八
二

－

二
七
〇
五

　
　
ｆ
ａ
ｘ
　
〇
九
七
二

－

八
二

－

三
〇
九
九

瀧
本
峰
照

原
山
道
永

臼
杵
孝
成

河
野
裕
照

牧
野
環
琇

瀧
本
峰
舜

河
野
景
光

山
村
光
真

海
岸
寺

金
剛
寶
寺

円
寿
寺

吉
祥
寺

薬
師
寺

最
勝
寺

八
坂
寺

明
王
寺

宗
務
所
長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

顧

問

顧

問

顧

問大
分
宗
務
所
下
寺
院
一
同

敬
礼
三
宝

理
源
大
師
御
誕
生
所

四
国
三
十
三
観
音
霊
場
第
三
十
番
札
所

大
本
山

院

家
〒
七
六
三

－

〇
二
二
三

香
川
県
丸
亀
市
本
島
町
泊
八
四
二

電 

話（
〇
八
七
七
）二
七

－

三
二
〇
四

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
八
七
七
）二
七

－

三
四
〇
六

E
-m
ail : yam

adera@
niji.or.jp

三

好

祥

徳

　

　
祥

晃

正
覺
院

敬

礼

三

宝

昨
年
中
は
格
別
の
ご
指
導
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

道
隆
寺

醐
山
青
年
連
合
会

　四
国
支
部

和
気

　正
真

〒
七
六
四

－

〇
〇
二
二

香
川
県
仲
多
度
郡
多
度
津
町
北
鴨
一
丁
目
五

－

四
二

　
　
　
　
　電
話
︵
〇
八
七
七
︶
三
二

－

三
五
七
七

支

部

長

副
支
部
長

事
務
局
長

会

計

理

事

理

事

理

事

理

事

監

事

監

事

顧

問

顧

問

顧

問

香

川

宗

務

所

長

愛

媛

宗

務

所

長

髙

知

宗

務

所

長

佐
々
木
智
祥

龍
田 

宥
尚

小
島 

直
道

渡
部 

俊
宗

山
澤 

径
法

遠
藤 

大
純

塩
田 

龍
応

上
戸 

暖
大

八
坂 

善
教

和
気 

正
真

︿
愛
媛 

妙
楽
寺
﹀

︿
愛
媛 

無
量
寺
﹀

︿
愛
媛 

常
明
寺
﹀

︿
愛
媛 

金
蓮
寺
﹀

︿
愛
媛 

明
積
寺
﹀

︿
愛
媛 

浄
土
寺
﹀

︿
徳
島 

大
山
寺
﹀

︿
香
川 

海
岸
寺
﹀

︿
愛
媛 

八
坂
寺
﹀

︿
香
川 

道
隆
寺
﹀

敬
礼
三
宝

福
岡
宗
務
所

〒
八
〇
五

－

〇
〇
一
六

北
九
州
市
八
幡
東
区
高
見
五

－

一

－

三
二
（
阿
弥
陀
院
中
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
九
三
）
六
五
一

－

〇
七
〇
四

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
九
三
）
六
五
一

－

〇
七
二
一

浅
井
戒
仁

村
田
憲
昭

櫻
木
良
眞

岩
熊
覚
照

阿
部
英
照

大
久
保
龍
鎧

別
府
統
務

栗
田
雄
心

秋
元
正
徳

竹
川
明
秀

大
原
弘
敬

丸
塚
快
現

所

長

副
所
長

代
議
員

顧

問

相
談
役

宗
務
所
下
寺
院
教
会
一
同

敬
礼
三
宝

奈
良
宗
務
所

〒
六
三
〇

－

一
二
四
二

　奈
良
市
大
柳
生
町
一
一
二
三

－

一 

東
福
寺
内

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
☎（
〇
七
四
二
）
九
三

－

〇
〇
七
八

安
明
寺

教
弘
寺

玄
賓
庵

弘
命
寺

十
輪
院

千
光
寺

大
龍
寺

大
日
寺

転
法
輪
寺

東
光
寺

不
動
院

来
迎
院

龍
泉
寺

上
田

　静
伸

藤
原

　昭
善

金
澤

　延
真

谷

　
　法
俊

橋
本

　昌
大

大
塚

　静
弘

津
司

　雅
教

本
岡

　幹
隆

葛
城

　光
龍

小
東

　栄
善

下
市

　明
弘

岡
田

　悦
雄

岡
田

　悦
雄

所
長所

下
寺
院
東
福
寺

村
岸

　定
光

副
所
長

妙
法
寺

大
塚

　知
明

恭
礼
三
宝

宮
崎
宗
務
所

宮
崎
県
延
岡
市
小
峰
町
六
九
八
一
　
天
福
寺
内

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
九
八
二
）－

三
九

－

〇
五
三
七

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
八
二
）－

二
七

－

六
二
七
四

〒
八
八
二

－

〇
〇
六
一

桑
井
大
豪

黒
木
宥
英

児
玉
宗
雄

大
﨑
祐
華

谷
山
光
信

天
福
寺

永
願
寺

中
野
寺

龍
仙
寺

光
明
寺

所

長

副
所
長

代
議
員

代
議
員

所
下
寺
院

黒
木
清
祥

土
工
秀
俊

役
員
一
同

役
員
一
同

長
福
寺

光
明
寺

長
谷
寺

大
宝
寺

所
下
寺
院

所
下
寺
院

所
下
寺
院

所
下
寺
院

愛
媛
宗
務
所

宗
務
所
長

副
宗
務
所
長

代
議
員

代
議
員

代
議
員

代
議
員

事
務
職
員

蓮
生
寺

光
徳
院

成
願
寺

浄
土
寺

金
蓮
寺

宮

坊

髙
縄
寺

森
岡
文
雄

藤
田
定
昌

得
能
金
龍

遠
藤
大
純

渡
部
俊
宗

八
坂
浩
聖

西
山
明
応

愛
媛
宗
務
所
下
寺
院
一
同

別
格
本
山元

山
上
修
験
宗
務
所

千

光

寺

別

当

大

塚

静

遍

住

職

大

塚

静

弘

〒
六
三
六

－

〇
九
四
五
　
奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
鳴
川
一
八
八

 

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
七
四
五-

四
五-

〇
六
五
二

 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
四
五-

四
五-

四
四
〇
八
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謹
賀
新
年

敬
禮
三
寶

別
格
本
山

住
職

狗
留
孫
山
修
禅
寺

蓮
住

　信
慶

俊
寛

〒
七
五
〇

－

〇
四
〇
五
　
山
口
県
下
関
市
豊
田
町
杢
路
子
二
六
四
三

電
話
〇
八
三

－

七
六
八

－

〇
三
三
一
　
Ｆ
七
六
八

－

〇
五
五
七

　
　
　
　
　
Ｅ
メ
ー
ル
： info@

kurusonzan.or.jp

敬
礼
三
宝

別
格
本
山

代
表
役
員

住

職

阿
彌
陀
院浅

井
戒
仁

槻
田
日
切
地
蔵

大
和
妙
桂

〒
八
〇
五

－

〇
〇
一
六

北
九
州
市
八
幡
東
区
高
見
五
丁
目
一
番
三
二
号

電
　
話
　
〇
九
三
（
六
五
一
）〇
七
〇
四
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
九
三
（
六
五
一
）〇
七
二
一
番

九
州
八
十
八
ヶ
所
霊
場
第
十
七
番
札
所

九
州
三
十
三
観
音
霊
場
第
三
番
札
所

敬
礼
三
宝

金
剛
山

成
就
院

住
職

北
川
大
成

亮
成

〒
二
三
五

－

〇
〇
二
一

神
奈
川
県
横
浜
市
磯
子
区
岡
村
四

－
一
七

－

一
一

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
四
五

－
七
五
一

－

二
三
二
五

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
五

－
七
五
一

－

二
五
二
七

敬
礼
三
宝

弘
法
山

田
村
寺

西
光
山

法
龍
寺

住
職

田
村
密
鏡

田
村
眞
悠

田
村
眞
海

〒
五
一
〇

－

八
〇
二
三

三
重
県
四
日
市
市
西
富
田
二

－

五

－

六

電
　
話
　
〇
五
九

－

三
六
五

－

二
九
七
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
九

－

三
六
五

－

二
九
七
六

謹
賀
新
年

大
聖
山

住
職
　藤
澤
寛
秀

後
住
　藤
澤
康
行

不

動

寺

近
畿
三
十
六
不
動
尊
八
番
霊
場

摂
津
国
八
十
八
ヶ
所
八
番
霊
場

〒
五
六
〇

－

〇
〇
五
六

大
阪
府
豊
中
市
宮
山
町
四

－

七

－

二

電
　
話
〇
六

－

六
八
五
五

－

〇
〇
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六

－

六
八
五
五

－

三
二
一
九

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp

://fud
o
uji.jp

E
-m
ail ; in

fo
w
eb
@
fud
o
uji.jp

敬
禮
三
寳

高
津
山

報
恩
院
洗
心
会

住
職

法
資

洗
心
会

洗
心
会

洗
心
会

洗
心
会

洗
心
会

洗
心
会

大

阪

本

部

和

泉

支

部

灘
・
神
戸
支
部

龍

野

支

部

網

干

支

部

家

島

支

部

藤
﨑
太
孝

藤
﨑
真
孝

報

恩

院

〒
五
四
二

－

〇
〇
七
二

大
阪
市
中
央
区
高
津
一

－

二

－

二
八

☎（
〇
六
）
六
七
六
一

－

〇
五
四
三

敬
礼
三
宝

不
動
院大

原

　弘
敬

　
　
　
　
　

　
　
　成
敬

鎮
護
国
家
と
皆
々
様
の
御
平
安
を

切
に
お
祈
り
致
し
ま
す
と
共
に

本
年
も
な
お
一
層
の
ご
厚
誼
の
程

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

九
州
三
十
六
不
動
霊
場
札
所

九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊
場
札
所

〒
八
〇
〇

－

〇
一
一
四

福
岡
県
北
九
州
市
門
司
区
吉
志
一
七
一

－

三

　
　電
話
（
〇
九
三
）
四
八
一

－

一
〇
四
四

敬
禮
三
寳

謹
賀
新
年

大
師
山大

塚

知

明

妙

法

寺

〒
六
三
九

－

三
一
一
一

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
上
市
二
一
〇
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
四
六

－

三
二

－

二
六
〇
一

敬

礼

三

宝

大
島
山

　善
光
寺

大

道

厳

猛

〒
六
七
八

−

〇
〇
五
一

兵
庫
県
相
生
市
那
波
大
浜
町
二
十
五

−

十
一

電

　話
︵
〇
七
九
一
︶

−

二
二

−

一
五
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
〇
七
九
一
︶

−

二
二

−

五
九
六
八

全
国
善
光
寺
巡
り
御
朱
印
所
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醍
醐
修
証
会

敬
禮
三
寳

禰
宜
田
玲
峰

小
野

　荘
稔

西
村

　泰
清

田
中

　満
栄

藤
世

　博
峰

金
田

　貞
一

室 
 

邦
眞

橋
本

　久
幸

名
誉
会
長

講
長

会
長

会
長

会
長

会
長

講
長

代
表

名
誉
会
長

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

京
都
入
峰
会

伏
見
大
日
講

京
都
入
峰
会

京
都
伏
見
高
峰
会

大

峯

会

京
都
深
雪
会

奈
良
修
験
講

燈

明

講

真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

新
年
年
賀
名
刺
交
換
広
告
に

ご
協
賛
賜
り

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

御

　礼

謹

賀

新

年

謹

賀

新

年

西
国
第
十
二
番
札
所

〒
五
二
〇

－

〇
八
六
九

滋
賀
県
大
津
市
石
山
内
畑
町
八
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
七
七

－

五
三
四

－

二
四
一
二

〒
六
一
九

－

一
二
〇
二

京
都
府
相
楽
郡
和
束
町

　
　
　大
字
原
山
小
字
鷲
峯
山
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
八
〇

－

三
〇
三
一

－

八
八
一
七

岩
間
山
　正
法
寺

別
格
本
山
金
胎
寺

〒
5
6
7

－

0
8
6
8

大
阪
府
茨
木
市
沢
良
宜
西
1

－

2

－

1
5

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
2
）
6
3
2

－

0
1
0
0

https://w
w
w
.goodlife-espace.jp/

不
動
産
総
合

　
株
式
会
社
エ
ス
パ
ス

前
行
出
仕
・
参
座
・
各
種
ご
祈
願
の
ご
案
内

　

毎
年
、「
五
大
力
さ
ん
」
の
名
前
で
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
、
醍
醐
寺
最
大
の
行
事

「
五
大
力
尊
仁
王
会
法
要
」
が
二
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
法
要
に
先
立

ち
七
日
間
二
十
一
座
の
「
五
大
力
尊
仁
王
会
前
行
法
要
」
が
厳
修
さ
れ
ま
す
。

　

本
山
教
師
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
ご
出
仕
、
ご
修
行
賜
り
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
一
般
の
信
心
各
位
に
前
行
の
ご
参
座
を
お
勧
め
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

前
行
法
要
は
、
千
年
の
祈
り
の
伝
承
の
な
か
行
わ
れ
る
熱
祈
で
あ
り
ま
す
。
是
非
ご

信
心
の
方
々
へ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
前
行
期
間
中
の
各
種
ご
祈
願
に
つ
き
ま
し
て
も
、
お
申
し
受
け
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
封
い
た
し
ま
し
た
各
ご
案
内
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

同
封
案
内

　

○
前
行
出
仕
（
教
師
）
の
ご
案
内

　
　

※
度
牒
の
み
の
方
は
、
一
般
参
座
を
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

○
前
行
参
座
（
一
般
）
の
ご
案
内

　
　

※
朝
六
時
の
座
は
、
ご
参
座
で
き
ま
せ
ん
。

　

○
前
行
献
酒
・
献
灯
・
添
護
摩
木
申
込
書

　

○
前
行
特
別
護
摩
札
祈
願
申
込
書

五
大
力
鏡
餅
奉
納
の
ご
案
内

　

皆
様
よ
り
ご
奉
納
を
い
た
だ
き
ま
し
た
五
大
力
鏡
餅
に
は
、
願
主
（
ご
施
主
様
）

の
七
難
即
滅
・
七
福
即
生
の
祈
り
を
込
め
、
仁
王
会
当
日
、
五
大
力
尊
ご
宝
前
に
お

供
え
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
ご
縁
に
ご
結
縁
い
た
だ
き
、
是
非
と
も
五
大
力
鏡
餅
の
ご

奉
納
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

奉
納
鏡
餅　
　
　

・
五
斗
（
四
口
相
当
）　　

一
重　
　

二
十
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

・
二
口　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

・
一
口　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
万
円

　

※
一
口
は
木
札
、
二
口
は
駒
札
に
て
ご
施
主
様
名
を
掲
出
い
た
し
ま
す
。

　

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
醍
醐
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
七
年 

五
大
力
尊
仁
王
会
の
ご
案
内
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〒
6
0
2

－

0
0
1
2

京
都
市
上
京
区
烏
丸
通
上
御
霊
前
上
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
4
4
1

－

5
4
0
8

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
4
4
1

－

4
9
8
2

E-m
ail info@

w
ako-print.co.jp

和
光
印
刷
株
式
会
社

〒
6
0
4

－

0
8
5
7

京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
二
条
上
ル
東
側

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
2
1
2

－

5
5
9
0

https://w
w
w
.shoyeido.co.jp

松
　
栄
　
堂

〒
6
3
8

－

0
4
3
1

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
洞
川
2
3
5

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
4
7
）
6
4

－

0
0
4
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
4
7
）
6
4

－

0
0
7
0

大
峯
山
陀
羅
尼
助
丸

　
花
谷
神
変
堂

〒
6
0
0

－

8
3
0
4

京
都
市
下
京
区
新
町
通
六
条
下
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
3
5
1

－

2
8
9
0

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
3
4
1

－

6
7
7
4

杉
本
権
七
法
衣
店

〒
6
0
5

－

0
9
3
4

京
都
市
東
山
区
大
黒
町
通
正
面
南
入

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
5
6
1

－

0
3
0
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
5
2
5

－

2
5
5
7

今
井
半
念
珠
店

〒
6
0
2

－

0
8
7
4

京
都
市
上
京
区
河
原
町
丸
太
町

西
筋
下
ル
東
土
御
門
町
３
４
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
2
3
1

－

2
2
4
4

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
2
5
5

－
6
6
3
2

E-m
ail hayashikan@

beach.ocn.ne.jp

林
勘
法
衣
店

〒
6
0
4

－

0
9
1
3

京
都
市
中
京
区
河
原
町
二
条
西
入
上
る

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
2
2
1

－

3
3
4
8

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
2
1
1

－

1
8
5
8

上
田
法
衣
佛
具
店

〒
6
0
4

－
8
2
7
4

京
都
市
中
京
区
小
川
通
三
条
上
ル
西
堂
町

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
2
2
1

－

3
0
8
7

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
2
2
1

－

3
0
3
8

E-m
ail oosum

ihoui@
gm
ail.com

大
住
法
衣
店

〒
6
0
0

－

8
4
5
3

京
都
市
下
京
区
万
寿
寺
西
洞
院
東
入
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
3
5
1

－

2
5
8
4

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
3
4
1

－

8
8
2
2

http://w
w
w
.tanakaiga.com

田
中
伊
雅
佛
具
店

〒
6
0
1

－

8
3
0
8

京
都
市
南
区
吉
祥
院
向
田
東
町
１
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
3
1
2

－

1
3
2
1

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
3
1
3

－

8
5
2
1

w
w
w
.tsuchiyam

a.co.jp

土
山
印
刷
株
式
会
社

醍醐寺開創1150年慶讃事業義納金について

［お問い合わせ］宗務本庁 TEL：075-571-0002

　今般の義納金は、醍醐寺開創以来1150年に亘って受け
継がれてきた法流伝承の象徴として「法流の杜」を整備
するための大切なものです。
　詳細はお手元のパンフレットをご確認いただき、是非
お早目の納入をお願いいたします。
　ご不明点は宗務本庁までお問い合わせください。

真言宗醍醐派公式ホームページのURLは、

https://www.daigo.ne.jp/ です。

宗派内ページ（ログインが必要※）からは、所轄庁
提出書類（収支計算書、財産目録、境内建物に関す
る書類）のひな型や責任役員、総代任命などに関す
る書類、僧階昇補、住所変更等に関する書類などが
ダウンロードできます。また、寺院・教会名簿など
も閲覧できますので、是非ご活用ください。

※宗派内ページへのログインパスワードは、 shoubou1145 です。

〒
6
0
0

－

8
0
2
9

京
都
市
下
京
区
寺
町
通
五
条
上
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
5
）
3
5
1

－

9
3
6
3

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
0
7
5
）
3
4
3

－

5
5
0
0

http://yam
asa-bunseido.com

山
城
屋 

文
政
堂

　
藤
井
佐
兵
衛


